
まずアイスブレーキングで緊張を
ほぐし、コミュニケーションや信頼
関係を築いていく段階へと高め
ていきます。

体験活動のテクニック
FVC（参加者が互いを最大限尊重するという約束）
CBC（挑戦は個人の意思にゆだねられる）

情報交換会では、メンバーの研修に対す
る思いや人となりを知ることができ、有意
義な場となりました。

二日目は、PAのローエレメントを利用して、コミュ
ニケーションと信頼関係を深めていきました。
今回の研修で、多くの仲間との関係や自己との
向き合いを経験することができました。

実習・講義

「体験活動の指導法」（ＳＭＡＰ）
滋賀県立荒神山少年自然の家

主任主事 古池 哲郎
主任主事 小寺 岳正
主任主事 福田 智

第２回自然体験活動指導者養成研修会
日時：平成２１年１０月３日（土）９：３０～

４日（日）１６時００分

場所：滋賀県立荒神山少年自然の家


